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本資料について

弊社の「DSP広告」についてのご紹介資料

です。

ご興味をいただけましたら、具体提案・シ

ミュレーションをいたします。

お気軽にご相談ください

01 DSP広告とは？ 狙いたい見込み顧客に先回りして接触する広告

02 他広告との違い 低単価かつ、他チャネルでは届かない潜在顧客へ

03 出稿可能媒体 4000媒体・200億imp/月の在庫

04 低単価の理由 低単価・多面を支える買付構造と運用体制

05 相性の良いケース 認知拡大・潜在顧客へリーチ／他チャネルが頭打ち

06 案件実績・事例 どんな企業が活用している？

07 導入フロー 最速3営業日で配信可能



顧客の検索を待たず、企業側が「届けたい人」を起点に広告接触を作れることが特徴

DSP広告は“狙いたい見込み顧客 ”に先回りして接触する広告
定義したユーザー群が、Webメディアやアプリに訪れたタイミングで広告を表示。



既存広告の置き換えではなく、 ”検索前の潜在顧客”に届ける新たなチャネル

既存広告では届かない層に、

“低単価”で接触する。
リスティング広告は検索した顕在層、 SNSはSNS上の興味関心層

ます広告は広い認知に強い。

DSP広告は、検索前の潜在顧客に、 SNS以外の接点で接触

認知を高めることができます。



4,000媒体

情報 Blog Game REP/接続先SSP

200億imp/月
配信先

媒体例



独自在庫とAIによる最適化で、低CPM／低CPCを実現。”広く・早く・低リスク ”で試せる

なぜ“低単価”可能なのか？



上記の課題を抱えるサービス・プロダクトはございませんか？

認知拡大・潜在顧客へ “リーチ”
他広告チャネルが頭打ちの場合も相性◎






